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交流会の内容

前回の地区多職種勉強会の振り返りと熱海土砂災害時の話と

能登半島地震の活動報告を運営委員2名が発表後、グループワーク

①4グループに分かれて、災害備蓄の試食をしながら、多職域のメンバーとも交
流を深めた。

②個人での災害対策チェックシートで確認した後、グループ内で課題や不安に
思うことを共有した。

③最後に全体共有の時間をもって終了した。

参加者の声（抜粋）

「受援体制を平時から整えておくことの大切さを実感した。」

「顔の見える関係づくりが災害時の連携につながると感じた。」

「備蓄だけではなく、実際の運用や訓練まで考える必要があると思った。」

「他施設・他職種の取り組みを知ることができ、大変参考になった。」

「明日から自施設の備蓄やマニュアルを見直したい。」

今後の展望として

今回の交流会を契機として、東伊豆賀茂地区の管理栄養士が平時から継続的に
情報交換や交流を重ね、地域のネットワークをさらに強化していきたい。あわ
せて、受援体制の理解や特殊栄養食品の活用、各施設における災害時対応の確
認・訓練など、実践につながる取り組みを継続し、地域全体の栄養支援体制の
充実を目指していく。特に、災害時には一人で対応することは困難であり、
「困ったときに相談できる仲間がいる」という安心感を平時から育んでいくこ
とが、地域の災害対応力向上につながるものと考える。

東伊豆賀茂地区栄養士交流会
「災害時の連携体制について～もしもに備える

日 時：2026年㋆4日（土）13：30～15：30
場 所：熱川プリンスホテル 参加人数：18人

報告者名：東伊豆賀茂地区 杉本尚子 作成日： 2026年7月7日


	スライド 1: 研修会報告書

